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論文内容の要旨
最近は噴流層を応用した粉粒体の乾燥装置、ばい焼装置および粉粒体・流体系の反応装置などが、
工業的に用いられるようになってきた。従来から広く用いられている流動層操作では、直径の大きい
粒子ならぴに複雑な形状の魁状体を取扱うことは困難で、あるが、このような粒体を処理するのには噴
話調操作が適している。しかし噴流層操作に関する基礎的な研究は読L動層操作の場合に比して数歩も遅れて
おり非常に少ない。
本論文は、噴流層操作を応用する装置の計画にあたって実用に供しうる資料を得るために、噴流層
における流動化特性について研究したもので、 6 章からなっている。
第 1 章は緒論で、噴流層の流動化特性に関して従来行なわれた研究の概要を述べ、本研究の目的を
5J~ している。
第 2 章では、噴流層における圧力降下、流動化の状態および噴流層操作を安定になしうる限界条件
などにつき、流動化の状態を流れ学的に模型化して解析することによって検討し、実用に供しうる計
算式を導いている。
第 3 章では、噴流層内部の環状粒子層における流体の流動状態、静圧ならびに粒体のたい積圧力の
分布状態および気柱内部における流体の流動状態などにつき、粒子層に働く力のつりあい式と流体・
粒体に関する連続の式をもとにして解析し、解析結果が実験結果と比較的よく一致することを見出し
ている。
第 4 章においては、噴流層内部における粒体の運動状態、すなわち環状粒子層における粒体の軌跡、
粒体の降下速度、気柱内部と噴流層より上部における粒体の挙動および噴流層における粒体の循環速
度などを、粒体に関する運動方程式を実験結果にもとづく仮定のもとで解くことによって究明し、精
度の高い計算式を得ている。
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第 5 章においては 噴流層における粒体の供給・排出特性の研究の結果を述べている。すなわち粒
子層が静止しているときと流動状態にあるときについて、底部の穴から流出する粒体の挙動を調べ、
粒体の流出速度の式を提示している。
第 6 章は第 2 章から第 5 章までの研究によって得られた成果を総括したものであって、ここで得ら
れた計算式を用いれば、粒体の物理的性質と運転条件を与えることによって、噴流層を応用する装置
の基本計画が実用上十分な精度で行ない得ることを述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は噴流層を塔の中央部に生ずる気柱部分と、その周囲の固体粒子層に分けて考察し、つぎの
ような成果を得ている。
(1) 固体粒子に働く力および空気の圧力による力のつり合いから、実用範囲すなわち粒子層の高きと
塔径との比が 2 以上である場合に対して噴流層の圧力降下を求める式を得ている。さらに流動化最
小速度と固体粒子の終速度との問の関係から、流動化の状態が保たれる条件を明らかにし、気柱化
最高層高を与える式を導いている。
(2) 環状粒子層を通る流体の速度を求める式を導き、気柱内部における気流の速度分布を明らかにし
している。また自由噴流および空塔内部における噴流の特性とを比較検討し、固体粒子が噴流に及
ぼ'す影響を明らかにしている。
(3) Stokes の流れの関数を導入し、うず無し流れの条件を用いて、噴流層内部の固体粒子の軌跡を
求めるための式を導いている。さらに固体粒子が気柱内へ流れ込も、現象を、乱流理論を適用して解
析し、団体粒子の移動速度を計算する方法を示している。また塔の内部と外部との聞に、空気圧力
の差がある場合とない場合について、噴流層底部からの固体粒子の流出速度を求める式を得ている。
従来のこの方面の研究では、測定値をもとにした経験式が示きれるにとどまり、しかもそれらは各
研究者の実験範囲で成立するにすぎないものであった。本論文における研究では、以上のように流
体ならびに粒体の運動について理論的考察を加え、実用上の広い範囲にわたって適用できる諸式を
導いている。このような取扱いにより、噴流層の取扱いに対して格段の進歩をもたらし、噴流層装
置の計画に有用な基礎資料を提供し、工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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